説教要旨「平和と聖い生活」
聖書：ヘブライ１２章１２－１７
12:12 だから、萎えた手と弱くなったひざをまっすぐにしなさい。12:13 また、足の不自由な人が踏み外すことなく、むしろいやされるように、自分の足でまっすぐな道を歩きなさい。

【キリスト者にふさわしい生活の勧告】12:14 すべての人との平和を、また聖なる生活を追い求めなさい。聖なる生活を抜きにして、だれも主を見ることはできません。12:15 神の恵みから除かれることのないように、また、苦い根が現れてあなたがたを悩まし、それによって多くの人が汚れることのないように、気をつけなさい。12:16 また、だれであれ、ただ一杯の食物のために長子の権利を譲り渡したエサウのように、みだらな者や俗悪な者とならないよう気をつけるべきです。

12:17 あなたがたも知っているとおり、エサウは後になって祝福を受け継ぎたいと願ったが、拒絶されたからです。涙を流して求めたけれども、事態を変えてもらうことができなかったのです。
　ヘブライ人への手紙は、私たちが憚ることなく大胆に神の恵みの御座に近づいていこうと強く勧めていますが、そのためには人生の重荷と絡みつく罪をかなぐり捨てなければなりません。読者たちはそのために血を流すほどの戦いを経験していません。その戦いに備えるために神は鍛錬=訓練をされます。それによって来るべき大きな災難に耐えていくことができます。
　「だから」と、ヘブライ人への手紙は語ります。以上の点を踏まえて、著者は読者に命令を与えています。信仰生活は平穏で何事も起こらない日々を約束するものではありません。私たちは時に誤解をしています。信じると心の平安だけではなく、日常生活においても波風の立たないような静かさが保証されると錯覚しているのです。信仰は何事も起こらない安心を交換条件にするものではありません。信仰は大きな試練に直面することもあります。そういう時、信仰をもってその危機に直面し、課題を積極的に解決していかざるを得ない場合も多いのです。私たちは自動的に最終目的の神の恵みの御座近くまでいくことはできないのです。
　信仰は口をあけていると望んでいるものが落ちてくるというような便利な手段ではありません。それは積極的に神の命令に従って生きていくという面をもっています。信仰の上に行為があると言っても過言ではありません。

　そこで、ここではヘブライ人への手紙では、三つの命令を与えられています。順にそれを学びたいと思います。

　まず第一に、１２-１３節に記されているように、比喩的に語る命令です。なえた手、弱くなった膝、不自由な足をしっかり伸ばして前進しなさい。この比喩が用いられたのは、１２章１の「競争」の例からの連想と考えてもよいと思いますが、わたしはむしろ高齢者を念頭に起きます。歳をとると誰もが経験することですが、まず手は萎えてきます。つまり、器用さが失われていきます。若いころ細かな仕事を出来ていても加齢により動かなくなってきます。膝の痛みはたいていの高齢者が経験するところです。また、足はいろいろな理由で自由に動かなくなってしまいます。
　ヘブライ人への手紙では、作者はその手足をしっかり動かしなさいと命じます。これは考えてみると酷な命令です。特に高齢者にこのようなことが言われると、動かなくなっている手足を無理に動かせと聞こえます。安静にして、静かに横になれというのなら話は分かります。ところがその反対に一所懸命リハビリをして、動きにくくなってしまっている手足をまっすぐに伸ばして前進しなさいというのです。しかし、高齢者は分かっています。加齢で力は衰えてきますから余計に気力をふるって弱くなった手足を動かし、少しでも前に出ようとしなければますます衰えていきます。高齢者こそそのような姿勢が必要であることを知っていますが、信仰も同様だと教えられます。歳をとっているから前進を拒むのではなく、また消極的になるのではなく、かえってその弱くなった手足を用いて前に向かうのです。
　第二にいわれていることは、１４-１５節で、ここでは、平和と聖い生活が命じられています。追い求めよ、といわれていますから、絶えず追い求めていくこと、絶えざる進行形で言われていることに注目します。一瞬のうちの到達できるような目標ではありません。そのためには多くの時間と努力を要することを暗示しています。つまりは簡単な話ではありません。

　まず、「平和」が取り上げられています。平和とは、聖書ではこの世の中でいう一般的な平和とは大いに異なった平和が語られます。この認識はとても重要です。私たちの世界では、平和とは争いのない状態を指しています。争いがなければ平和というのです。しかし、その実態は多くは二つの力の均衡でかろうじて争いが中断されているだけの平和を指しています。これこそ現代社会の中で、特に政治外交の世界でいう平和ではないでしょうか。軍事力を均衡させて平和が保たれています。一方が兵力を増大させると他方も同じように軍備を整えます。これが今日どこにでも見られる平和です。個人や家族の中でも同じです。相手の乱暴さにひたすら我慢して平和が保たれている、こういうことはどこにでも見られます。時には一方的に相手を虐げてその力のバランスを変えようとせずに何とか争いがないだけ。強者と弱者の力のバランスが崩れたとき大混乱になります。このような平和はかりそめの平和に過ぎません。聖書がいう平和はそういう平和ではありません。
１１節に「義という平和」という言葉が出てきていますが、神の義に基づく平和のことです。また、ここでは神の善、英語でいうグッドネスgoodnessの意味もあります。正しいことが正しいと貫徹している平和のことです。神の正義、神の正しさ、神の善良さが一貫して維持されているようなところで神の平和があります。正しいことが正しいとされて得られるような平和、それは滅多に起こらない平和でありますが、このような平和でなければ恒久的な平和にはなりえません。
ヘブライ人への手紙では、「すべての人」との平和を確立するように勧めています。例外なくすべての人とです。キリスト教世界だけの問題ではなく、キリスト教的ではないところに所属する人との平和を求めよと命じられます。さらに「聖い生活」は求められます。１１節に「神の神聖さにあずかる目的」といわれていますが、そこまで求められるような聖い生活、日々の生活が聖い生活であることが求められます。神は限りなく聖いお方です。その神の神聖さを目標とするような聖なる生き方こそキリスト者に求められています。この目標ほど高尚で気高く、それゆえに迂遠な目当てはありません。到底不可能だと思わざるをえないような目的です。けれども絶えずその目標に近づいていくことこそ求められているのです。
　この点に欠けるならばどうなるか。神を見ることができなくなります。神を見る。これほど不可能なことはありません。神は決して見ることができないお方です。しかし、私たちは信仰の目をもって、神御自身でもあるイエス・キリストを通して神を見ることができるようにされています。神を見ることこそ私たちの究極的な願望であるべきです。恵みのみ座で神はおられます。私たちはそこに近づいていこうとしています。私たちはまざまざと神を見ることができます。それこそ最大の幸福です。平和と平和を求めていかないならついに私たちは神を見ることができないままに終わります。神を見ることができないなら私たちは目標を見失って彷徨うだけなのです。
　また、苦い根に悩まされると警告されます。農耕が想起されています。苦い根は毒のある植物です。根っこから抜かなければならない作物を収穫しようとするとこのような苦い根も同じように引き抜かれて混じってしまいます。むろんそんなものが混じり込んでは収穫は台無しにされてしまいます。それは神の恵みの喪失を意味しています。

　このような点を考慮して、すべての人と平和に過ごし、また、神に倣って聖い生活をすることが必須とされているのです。ここに掲げられている課題は決して容易なものではありません。しかし、キリスト者に求められているとヘブライ人への手紙は公言してはばかりません。表面的に聞くだけならばきれいごとに過ぎませんが、キリスト者が心底これを耳にしたとき、この命令に従うべきなのです。

　第三は、禁止事項として命令が語られます。エサウのようになるな、です。エサウの話はよく知られています。創世記２５章３３-３４に記されていますが、エサウは野で狩をしてくたくたになって家に帰ってきたとき、ちょうど双子の兄弟ヤコブが煮物を煮ていました。とてもいい匂いがしたのでしょうか。空腹であったエサウはそれを食べさせてくれとヤコブに言うのですが、ヤコブはそのとき、「長子の権利」を譲れという交換条件を出します。エサウはいとも簡単に長子の権利を譲り渡してしまいます。この行動をヘブライ人への手紙では「みだらな」また「俗悪な」行為だとしています。創世記の記事を読んでいてそんなことは記されていませんが、ヘブライ人への手紙はそのように解釈をしています。たかが空腹であって、その腹を満たすために長子の権利を譲ったことがどうしてこんな道徳的な邪まな行為とされているのか。長子の権利は、神がアブラハム、そしてその子イサクに与えられた約束であり、神との契約そのものでした。信仰をもってしか見ることができない宝です。ところがエサウはそれを軽視しました。それは神の恵みのみ座にまで近づいていく祝福を意味していました。エサウはそんなものは腹を満たすことに比べて意味なきものとしたのです。肉的なものしか価値を見いださず、霊的なものに無関心でありました。
　このようなエサウは結局、神からの祝福を失います〔創世記２７章３０－４０〕。ヤコブの陰険な策略のゆえにエサウは騙されてしまうのですが、ヤコブはそのような祝福を得たいと切に思った結果でした。決して褒められたものではありませんが、ヤコブは神の祝福を求め、エサウは軽んじたために結果としてエサウは神の祝福を得られず、結局、父ヨセフから、そして究極的に神に拒絶されてしまったのです。
　このようなことにならないように、とヘブライ人への手紙は勧告をしています。肉的なことに関心を寄せ、霊的なこと、憚ることなく大胆に神の恵みのみ座に近づいて行くなどというようなことにはあまり関心を示さない、世俗主義的な生き方を避けよと強く勧められています。

　言葉の上では簡単に記されていることも信仰者として実行するのは骨折りを要します。だからこそ大いなる心がけが求められているのです。(この項おわり)
